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歯科口腔保健の提供体制

正しい知識の普及啓発

人材の確保と育成

調査および研究

令和３年度

う蝕有病率（％） 1人平均う歯数（本）
1歳6か月児 3歳児 1歳6か月児 3歳児

福岡県 1.35 11.24 0.054 0.361
全国 0.81 10.20 0.024 0.326

令和４年度

う蝕有病率（％） 1人平均う歯等数（本）
12歳児

福岡県 33.6 0.9
全国 25.8 0.56

令和３年度 歯周疾患検診実施市町村率（％）

福岡県 73.3

全国 79.4

令和４年度 80歳で20本以上の自分の歯を有する者の割合（％）

福岡県 45.5

全国 51.6

現状・課題 取組

現状・課題 取組

●両親学級や妊産婦歯科健診を通じて歯科健診の重要性についての

理解促進

●う蝕予防のため食習慣、歯みがき、フッ化物応用等の普及啓発

●口腔機能獲得のための普及啓発

●フッ化物洗口の実施拡大

●口腔清掃法の習得のため、学校における歯科保健指導を推進

●う蝕や歯周病予防とともに、口腔機能発育の重要性を普及啓発

●「かかりつけ歯科医」を持つことの重要性について啓発

●歯周病と全身の健康との関連について啓発

●市町村や事業所等での定期的な歯科健診の実施促進

●フッ化物応用やセルフケアに係る普及啓発

●生活の質（QOL）に悪影響を及ぼすオーラルフレイルの周知

●口腔機能低下防止のため舌や顔面周囲の筋力の保持増進の啓発

妊産婦期、乳幼児期
（～５歳）

学齢・青年期
（６～17歳）

成人期
（18～64歳）

高齢期
（65歳～）

障がい者（児）、要介護者

つわりや不規則な食事によりう蝕や歯周病を起こしやすい時期

食習慣が確立する大事な時期

歯科健診受診率が全国より低い

う蝕のあるこどもの割合が全国より高い

●

●乳歯が生え始め、

●妊産婦および乳幼児の

●

●かみ合わせに異常のあるこどもの割合が増加傾向

う蝕になりやすい時期

口腔機能の発育に重要な時期

う蝕のあるこどもの割合が全国より高い

●永久歯が生えたばかりで未熟なため、

●

●

●年齢が上がるにつれて、歯肉に炎症のあるこどもの割合が増加

歯周病や二次う蝕（過去に治療を行った歯が再びう蝕になること）が

増加する時期

歯科健診や歯科保健指導を受ける機会が他の年代と比べて少ない

●

●

●歯周疾患検診を実施している市町村の割合が全国より低い

歯根面にう蝕ができやすい時期

歯の喪失が進み、口腔機能が低下しやすい時期

●

●

●80歳で20本以上の自分の歯を有する者の割合が全国より低い

●セルフケアが困難なため、う蝕や歯周病のリスクが高い

●歯科治療が難しい場合があるため、専門的な知識および技術を持った歯科医療従事者の確保が必要

●無歯科医地区では歯科保健医療を受ける機会が少なく、良好な口腔衛生の維持が困難

●災害発生時、被災者の口腔健康管理や歯科保健指導が重要

●歯科受診の際に発見可能な疾患（低ホスファターゼ症等）があり、医科歯科連携が重要

●口腔内の細菌は、呼吸器等に慢性炎症を引き起こす原因

●歯と口腔の健康づくりや歯科疾患の予防方法等について普及啓発が必要

●歯科保健医療のニーズが多様化

●県は歯科疾患や歯科口腔保健に係る調査、解析を行い、地域にあわせた事業の展開が必要

●市町村や関係団体と連携し、歯科健診や歯科保健指導を推進

●市町村や関係団体と連携し、避難所等での口腔健康管理を推進

●多職種連携のため、情報共有システム整備の支援

●感染症の重症化予防のため、平時からセルフケアの手法等を啓発

●「福岡県歯科口腔保健啓発週間」等、様々な機会をとらえて歯と口腔の健康について啓発

●歯科専門職や行政等の職員に対する研修の実施

口腔ケアの手法や定期健

重要性について普及啓発

●家族や施設関係者に対し、効果的な

●在宅歯科医療に携わる歯科専門職の育成、確保

診の

団体と協力し、継続的な情報収集と正確な解析を行い、効果的な事業を実施●県は関係
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